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I.  はじめに―問題意識

　若者はかつて，福祉や労働の問題からは遠い存在

であった。しかし1990年代の終わりごろより，フリ

ーターや非正規労働による低賃金，不安定雇用の拡

大，格差の広がりは，確実に若者にも影響を及ぼし，

貧困の問題へと繋がってきている。特に将来を担う

大学生は不安定で不安感も高まってきている状況が

ある。日本学生支援機構の調査によれば，学生の抱

える不安や悩みは何かという質問では，将来の進路

や就職と答えた学生が約7割，経済的問題が約5割と

なっている。そのような学生らの状況は「幸福度」

を示す調査でもあらわれている。内閣府経済社会総

合研究所の調査では，学生は現在の幸福度が低く，

さらに将来への希望も見出せていないといった，最

も危倶に値する状態であるという結果が出ている。

長引く経済不況による就職難や政治への不信感のな

か学生は将来に希望もなく，また現在も楽しむこと

ができていないとの指摘がある（松島ら2013:18）。

そうした大学生や若者の貧困の問題の根底に深く絡

みついているものとして，奨学金の問題がある。

奨学金はそもそも学ぶための資金を貸与または給付

されるものであるが，昨今は大学の学費が高騰する

一方で，大学生を抱える世帯の家計は苦しくなり，

大学進学するために奨学金を借り入れざるを得ない

状況がある。遡れば1975年の国立大の授業料は年3

万6千円だったが，年々値上がりし続け，現在は約

54万円にもなった
[1]
。その一方で，世帯収入は過去

16年間で約120万円も減少している。そうした状況

からも学生にとって大学進学のための奨学金制度は

重要である。2012年に奨学金を受けている学生は過

去最高の53％に上り，実に2人に1人が奨学金を借り

ている。一方，大学生が2012年の１年間に支払った

授業料は，平均で87万1000円とこれまでで最も高く

なっている（日本学生支援機構「学生生活調査」

2012年）。さらに，大学生活はアルバイト生活に明

け暮れ，本来の大学生活を過ごせていない学生も多

いと指摘される（大内2013）。奨学金は大学卒業後

にすぐさま借金となってかたちを変え，ローン返済

として毎月返済金が請求されることになる。

　日本学生支援機構の奨学金制度は，7割が有利子と

なるなど，利用者の返済負担が拡大している。その

うえ生活にアクシデントが生じ，返済困難になった

としても，返済額を減免するなどの柔軟な対応がな

く，借入者に対して制度は厳格で冷たい。債権回収

には，債権回収会社，ブラックリスト化，訴訟等も

利用した徹底した回収強化策がある。返済ができな

い人に対しては無理な取り立てが行われ，奨学金を

返したくても返せない人が，経済的にも精神的にも

追いやられることになる。運よく安定した職業に就

ければいいが，大学生の就職事情は悪化し，「正社員」

ではなく非正規雇用で働かざるを得ない，あるいは

就職すらできない状況も特別なことではない。奨学

【要旨】大学生の奨学金の借入の実態と課題を明らかにするために，大学生を対象としたアンケート調査を

行った。そのなかで，特に地方大学の学生に焦点をあてて分析した。前提として奨学金問題の背景には，学費

負担者の収入が減少しつつあるなかで，奨学金を借りて進学せざるを得ない状況になっていることがある。

調査結果より，奨学金制度の情報は高校の教員から得て，申し込み時には親に相談していること，在学中の

受け取りは，3分の1の学生が親の手元で受け取っていること，奨学金は少しでも残そうとしていること，な

どがみえてきた。また，少数ではあるが家計補助的に給付している実態もうかびあがった。
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Abstract: Aiming at unveiling the reality and challenges that university students who are receiving a scholarship may have, a 

questionnaire was conducted to students of mainly regional universities. The background surrounding the scholarship systems lies on 

decreasing household income of their family, payer of their children’s tuition fees, making it necessary for students to get a 

scholarship in order to continue their student life. The result of the questionnaire revealed several facts including (1) students usually 

get information on scholarship systems from their high school teachers, (2) they tend to consult with their parents if they should apply 

for a scholarship, (3) while they are in university, a third of the scholarship students receive their scholarship money through their 

parents, and (4) they try to save scholarship money as much as possible without using them up. Still a fraction of scholarship students 

use their scholarship money to help out their family expense.
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